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この茅の輪という編まれた草の茎でできた輪は縁起が良いとされています。学者の中には茅の輪が産道を示しており、そこを通ったものは清められ、象徴的に生まれ変わると信じている者もいます。訪問者は幸運を祈って茅の輪を通るが、これは毎年6月30日と12月30日に行われる精神的に清める儀式で主に使用されます。茅の輪は通常神社において一年に二回だけ設置され、一般的にシロガネヨシでできています。しかし、白山神社では多くの訪問客がいる関係で、年中一般公開されており、シロガネヨシよりも長く持つ竹の茎で出来ています。

